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【研究ノー ト】

コンテキストの解読者としてのプロフェッショナル


藤本 昌代 

FU Mm OMasayoIJ

はじめに

近年､従来の伝統的プロフェション以外に専

門職と呼ばれる職業が大幅に増加 している｡ そ

して､この高度情報化社会において､ますます

情報は氾濫 し人々は情報の渦に埋没 しそうな状

況にある｡ 溢れる情報は誰によって整理 され､

知識として貯えられ活用されていくのか､とい

うことを考えた時､自ずと浮かび上がってくる

のがプロフェッショナルの存在である｡ 高度情

報化社会は社会的構造､電子ネットワークとい

ヨナルと記す｡ 

1.Poesosrfsin 研究の系譜

職業の起こりは砿女や将軍などの専門的な仕

事から始まった｡職業の ｢職｣は生活のためだ

けでなく生きがいや働きがい､自己実現の可能

性の意味を持ち､｢業｣は経済的報酬をもたらす

生業の意味を持っている｡ そして､専門的な職

業に携わる人々にはその職業倫理が求められて

きた｡ そ して､職業社会学 の一部 として､ 

うメディア､産業に及ぼす影響､グローバルな onsfproessi は社会的立場､職業的位置づけ､職

展開などさまざまな視点から論 じられている｡ 業倫理について研究されてきた｡ 

筆者は､その中で､その社会を支え発展の一役

を担っているプロフェッショナルに焦点を当て

ることは高度情報化社会を分析する上で重要な

視点であると考える｡ 本研究では､今まで行な

われてきたプロフェッションの職業的位置づけ

や職業倫理､あるいは政治的影響などの研究と

は視点を異にし､プロフェッショナルがコンテ

キス トをどのように解読 し確定 していくのか､

onsfproessi

ある高級職業であり高度の学識と訓練に基礎付

けられた､秘儀的な専門技能サービスを依頼人 

(クライエント)の求めに応じて有償で提供する､

本来的には奉仕性と倫理性とが要求され､それ

ゆえ実際には社会的威信の程度がきわめて高い

職業である｡｣と定義 されている (北川 監 

は ｢職業体系において通常上位に

｡1984)

溢れる情報をどのようにして知識として提供し onsfproessi に関連する研究としてデュルケ-

ていくのかを考察し､概念化する事を試みたい｡ ム (1893)が職業の専門化について述べ､ウェ

そして､プロフェッショナルに求められる今後 ーバー (19桝,1922)が職業倫理について論 じる

の役割と淘汰される状況についての展望を示す｡ そons
P froe
中で ssi の倫理について述べている｡

なお､本稿ではプロフェッションとプロフェッ してデュルケ-ムとウェーバーの影響を受けて

onsP froe

onsfproe

ssi についての分類や社会

め便宜上､専門職という職業について述べる場 的位置づけについて研究を行った｡パーソンズ

ssi と記し､専門職人をプロフェツシ

パーソンズがショナルという記述が混同されやすいと考えたた

は主に 1940年代に､｢資本主義一社会主義｣の二合 
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者択一の中に収まらない ssi の社会位置

づけやプロフェッショナルのアソシエーション

onsP froe 日本では尾高邦雄 

ssi について述べて以来､石村onsP froe )1(

)が職業社会学の中

%9

1491(

で 

における合議制的意思決定の研究を行った｡ 

ssi のみに焦点をあてた研究が本格化onsfproe

が 

onsP froe内洋 ( )は G Mi ssi.


ons


1791

fproessi に焦点を当て､定義を試みた｡竹

llersonによる 

し出したのは AM.カー-ソーンダーズと 

ウイルソンの TheP ssi J( 33)以来の91onsfroe

.

r

Ap.. の分類に手を加え､その要件に ｢標準化されな

い仕事｣など､質に関わるものに触れた｡その

後､職業社会学だけでは 

ons

ons

fproe

fproessi は語 りきれ

ないとして､中野秀一郎が ssi と政治的

事と言われている｡ 彼らは ssi

の費用または給料と引き換えに､熟達 したサー

ビスや助言を他人に提供することを目的とし､

onP froe を ｢一定

891イデオロギーについて著し ( 

専門的な知的研究と訓練によって基礎付けられ の社会学｣という領域を確立した｡そうした中

onsP froe1)､｢ ssi

ている職業｣と規定 し､代表的な職業は聖職者､ で､その前後から田尾 )9791( ､や太田 )C9891(

法律家､医師､建築家､会計士などであるとし など多くの組織論学者の間で組織とプロフェッ

た｡ ショナルの関係についての研究が盛んになり始

めた｡しかし､ ssi の職業的性質は複雑であ

いまいなところが多 く､一義的に規定するのは このような研究系譜の中で､筆者はプロフェッ

困難とされ､他の職業との相違点や境界が決め ショナルが置かれている立場を論 じる前に､社会

がたく､さまざまな定義やアプローチが多くの において彼らがどのような役割を果たすことが

onsfproe

ons

ons

P froe

fproe研究者によってなされてきた｡ ssi 研究

には定義づけ (グリーンウッド)や ssi

できるのか､言い換えるとプロフェッショナル

と呼ばれる人々にはどのような能力が必要なの

と他の職業との差についての研究 (バーバー､ かについて明らかにするべ きであると考える｡

onsfproeヴオルマ一､ミルズ)､ ssi を時期区分と

して捉えた研究 (キャブロウ､ウオレンスキー)､

過去の研究者が示した onsfproe

1(

ssi の要件を田尾 

991)は次の 5つにまとめている｡ (1)専門的な

組織とプロフェッショナルの問題についての研

究 (エチオこ､コーンハウザ一､ローレンス､

ローチ､プランデイ)などがある｡

初期の伝統的プロフェッショナルは知識人と

して社会に奉仕する立場であり､社会的威信の

高い職業として位置づけられ､組織に依存 しな

い存在であった｡しかし､現代は組織において 

知識 (2)自立性 (3)仕事へのコミットメント 

(4)同業者への準拠 (5)倫理性 とされている｡

このように過去の研究で､彼らに求められた能

力は専門的知識や技術の提供やそれによる創造

とされており､要件の中の 1つとしての存在で

あり､それ以上の追求はされてこなかった｡し

かし要件として挙げられてきた専門知識を用い

onsP froessi

在し､伝統的 

と呼ばれるさまざまな職業が多数存 る前に行っている作業があるはずである｡ 突き

onsfproessi の研究枠組みでは当て

はまらなくなってきた｡現在､それぞれの分野

から彼らに対する研究はさまざまなとらえ方が

されているが､主に伝統的プロフェッショナル

との比較や組織でのプロフェッショナルのあり

かたについてのものが多い｡ 
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つきられた状況に対して条件適応的に能力を発

揮するためにはコンテキス トを正確に把握する

ことが必要である｡ 問題が正 しく理解できれば

半ば解決が導かれたも同然ということが往々に

してあり､問題が誤解､曲解されることにより

起こる間違いも少なくない｡そのため最初にプ
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トの正しい解読能力であり､その後にその状況

いう能力である｡このような能力の重要性につ

追求している研究は今までにない｡ 

フェッショナル

プロフェッショナルが使用する能力は､ (1)問

題を見抜 く能力 (2)カテゴライズする能力 (3)

解決方法を導 く能力である｡ そして､コンテキ

ス トの解読に必要な専門知識を備えていなけれ

ばならない｡プロフェッショナルの課題遂行は､

ジャンルによって表現のされ方は様々であるが､

それぞれのプロフェッショナルは (1)唆昧さを具

現化する (2)創造する (3)カテゴライズする 

(4)マネージする (5)コンポーネントする (6)進

ロフェツショナルに必要な能力は､コンテキス

にあったカテゴライズを行い解決法へと導くと

いて触れている研究は少なく､焦点をあて深 く

2 コンテキストの解読者としてのプロ.

の知識として､裏付けされた体系的知識の組み

化させるなどの作業を行っている｡

プロフェッショナルに必要な問題解決のため

あいまいなコンテキスト 

I


I

問題の設定

認知 コンテキストの

創発 力テゴラ 確定/ ヽ

れが条件適験により得た事実が重要であり､そ

発想を生む応的な判断やヒューリスティックな

まいで把握｡物事の解決や表現において､あい

で､状況をしにくいコンテキス トが存在する中

も注目した的確に把握 し､見落としがちな点に

の奥にあるり､あるいは眼を奪われがちなこと

を正しく認知唯一の本質に注目し､コンテキス ト

そして､ど することが最も重要なことである｡

か､というのような問題やテーマが存在するの

ことが解答自己に向けられた問題を設定できる

決は自己のを導 くための第一歩である｡問題解

らにカテゴ持てる知識で対応できるものはそれ

ライズし､対応できないものは条件適応的に創発 したり類推 し

示へと導く｡ たりして方法論の提これらが

キストの確あいまいなコンテキス トからコンテ

知識により定-と導 く作業である｡それは専門

づけをされ確定されたコンテキス トという意味

象化されたる｡ そして､それらはあらためて抽

く これらり具体化されたりして表現されてい｡

なわれるコがプロフェッショナルの頭の中で行

能力こそがンテキス トの解読過程であり､この

力ではないプロフェッショナルとして必要な能

の中にあるだろうか｡重要なのはコンテキス ト

う事､収集情報をいかに的確に認知するかとい

ものと結合した情報を取捨選択 し体系化された

して自己のさせて提供 (サービス)できる形に

ここから先中に構築するかということである｡

とは､職人の､方法論に従って作業を進めるこ

ある (～/イズ ｢方法論の提示 判り易い
知識の提供 ｣′ヽ ons
fe


Pro的な技能の問題になってくるからでもちろん､ 

ssi に求められる能力のひとつに

ることも重要は専門分野においてテクニカルであ

そして､ であることは言うまでもないが)｡

抽象的表現 具体的表現図 1プロフェッショナルのコンテキスト取り扱い 業を進めるさらに重要なのは方法論に従って作

(認知から提供まで)能力の概念図 合わせ +経際に､専門的な知識をいかに ｢判 り易 く｣提供するか
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ントに専門知識の固まりで投げかけるだけでな まいなコンテキス トの認知)､何が問題であるの

く､それを意味合いを変えずに ｢判 り易 く｣伝 か (殺人､事故､社会問題など)を把握 し､現

える能力も ssi に求められる能力であ

る｡ これについては､次の研究で発展させたい

onsfproe 象の原因を判断する (プラットホーム殺人だけ

が問題なのか､周 りで無関心を装う人にも問題

と考えているため､ここでは触れておく程度に

留める｡

また､コンテキス トを正確に判断するために

は､体系的な知識だけでなく経験により得た知

識や暗黙な知識そして身体的知識も必要である｡

一人で集中しなければ得られない知識とコミュ

ニケーションすることにより磨かれる知識 もあ

る｡

次に､プロフェッショナルのコンテキス トの

確定の視点から例を挙げて考えてみる｡例えば､

医者は原因がわからず､不調を訴える患者に対

して問診を行い､その挙動を観察 し､触診 し､

検査をし､どのようなコンテキス トでこの患者

の不調が起こっているのか認知をする (あいま

いなコンテキス トから認知へ)｡そして問題の設

定が行われ (何がどのように不具合なのか)､持

てる体系的な知識と経験により知っている症例

と照らし合わせ病名を割 り当てる (問題の設定

からカテゴライズ)｡そして､体系化された治療

方法が存在する場合､それによって処方する｡

があるのか､あるいは事故の現象以外に人為的

なものがなかったかなど)｡そして､文章や映像

という技能を使い､さまざまなメディアを利用

して焦点を浮かび上がらせる｡ これらも､素人

ではわからない物事の奥の真実を見抜く力として

プロフェッショナルな能力が発揮されたといって

よい｡ しかし､一面的な見方や誤解や曲解 した

コンテキス トの解読を行ってしまった記事や映

像を無造作に流すジャーナリス トにプロフェッ

ショナルな能力があるといえるのだろうか｡

少し､視点を変えて組織の中のプロフェッシ

ョナルの問題から情報処理技術者の例を考えて

みよう｡ ソフトウェアを開発する場合､市場を

にらんで開発する場合とクライエントの依頼に

より開発する場合がある｡後者を例にあげると､

クライエントは現実問題の解決のために (人件

費削減､量産化､標準化､精密性､再現性 e t...c)

にどのようなソフトウエアが適合的なのか具体

的なイメージがないまま情報処理技術者に依頼

する｡ 情報処理技術者は漠然としたクライエン

このようなプロセスがあった場合､ onsfproessi

によりプロフェッショナルな能力を発揮 された

といえる｡ しかし､認知を誤 りコンテキス トの

解読が正 しく行なわれず､間違ったカテゴライ

ズをしがちな医者にプロフェッショナルな能力

があるといえるのだろうか｡高度な専門知識を

持っていてもコンテキス トを誤って解読する者

はプロフェッショナルな能力を持っているとは

いえない｡

また､ジャーナリス トは､起こっている現象

をジャーナリス トの眼 (新聞や局によって報道

の意味あいが違っていたりする)で捉え (あい 

トの解決したい状況から､その背景にある市場､

コス ト､使用者のレベル､ハー ドウェア上の問

題点､クライエントの依頼に対する意気込みや

開発者に対する信頼感までさまざまな情報を考

慮に入れ､コンテキストの認知を行う｡ そして､

何が問題であるかを確定 し､カテゴライズした

後､解決への方法論へと導 く｡ このようなプロ

フェッショナルな能力を発揮する情報処理技術

者をシステムエンジニアと呼ぶ｡この後､彼ら

はこれらの情報を知識として貯え､次のコンテ

キス トの解読を正しく認知するための暗黙的な

知識として使用する｡また､同じ情報処理技術
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者でも､システムエンジニアからブレイクダウ

ンされ機能を限定されたプログラムを要請され

るプログラマーと呼ばれる技術者がいる｡ 彼ら

は､技術的に習得に長時間が必要で他の組織へ

藤本 :コンテキストの解読者としてのプロフェ ッショナル

識により確定されたコンテキストということで､

事象の持っている意味の説明能力があることが

プロフェッショナルに求められる職業的役割期

待である｡

行っても通用する技術であるため ssi の

範噂に入るとされている｡確かに機能さえかな ればプロフェッショナルなアマチュアも存在す

えればどのようなプログラム内容でも自由で任 るだろう｡ そこで､職業でプロフェッショナル

されているといえるが､確定するコンテキス ト かどうかと分けるだけでなく､プロフェッショ

が非常に限定的であるためプロフェッショナル ナルな能力を持っているかどうかも問うべきで

onsfproe 実際､アマチュアなプロフェッショナルもい

な能力の発揮 という意味ではいささか疑問が残

3.

ュアでは見逃 しがちな点にも注意を払うことが

る｡ 

プロフェッショナルと非プロフェッ

ショナルの関係

プロフェッショナルの対概念はアマチュアで

ある｡ アマチュアの仕事は具体的なことを実現

することであり､プロフェッショナルの仕事は

それも含むが､はっきりしていないこと､手順

のきまっていないことに直面した時に､いかに

問題を見抜 くかということが問われる｡ アマチ

でき､問題解決へと導 くことができる｡ アマチ

ュアであれば､あいまいなコンテキス トをあい

まいなまま表現する事が許される｡ 例えば ｢訳

は知らないけれど､こんな風にすれば上手 くい

くらしいよ｡みんなそう言っている｡｣というよ

はないかと考える｡ onsP froessi とプロフェッシ

ョナルな能力を持った人は別の次元で考える視

点も必要であろう｡

プロフェッショナルとアマチュアを考えた場

合､自由な発想という点で､時にはアマチュア

のアイデアがプロフェッショナルに役立つこと

もある｡ C.S.パースのいうところのアブダクシ

ヨン (思いつき)といわれるもので､先述の創

発へつながるものであると考える｡ 自己の持つ

知識体系にカテゴライズできない場合､このア

ブダクションが重要な役割を果たす｡知識保有

量が多い方が創発 しやすそうだが､アブダクシ

ヨンにプロフェッショナルもアマチュアもない｡

アイデアは有効に利用され､創造へとつながれ

るべきである｡ アブダクションに関してはプロ

フェッショナルの意見にもアマチュアの意見に

も耳を傾ける柔軟な姿勢が重要である｡ 

うな表現でも､ある一定の範囲の人々の間では

妥当性が与えられたりする｡ おばあちゃんの知

4.これからの社会で求められる役割

恵袋は典型的であり､体系的な知識で裏付けさ 氾濫する情報を正しく受け止めカテゴライズ

れているわけではないが結果的に上手 く行 くと するという､あいまいさを確定するサービスは

onsP froessi

根拠と合致している場合が多いが)｡しかし､プ は多様化するであろう｡ それは質的､量的共に

ロフェッショナルが根拠なしにこのような表現 増加し､ブルーワーカーの人々の作業がますま

を用いてクライエントに表現するのは許されず､ すコンピュータ化され､ホワイトカラーも事務

根拠を明らかにする事が必要である｡ 専門的知 職の作業もソフトウェアによる簡素化が進行す 

いったようなことがある (往々にして､科学的 社会的要求が高まり､今後ますます 
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るであろ う｡ いや､事務職だけでな く現在 人)と､当たり前の存在 (ノウハウではなく､

92.

ノウ7-という ｢知っている人｣｢詳しい人｣とssi の範噂に入れられている職業もコン

ピュータリゼイションにより代替され､消滅し いう道具的存在)で社会的威信の低いものに淘

てしまうものも少なくないと考える｡ レベルの 汰されていくであろう｡ 

低いプロフェッショナルによるコンテキス トの

今後の課題5.

onsfproe

誤解､曲解というリスクを回避するためのコス

トとして､エキスパー トシステム (専門家のよ

うな判断が出来るソフトウェア)の開発が進む 今後の課題として､認知と情報､知識の関係

であろう｡ しかし､ A Iコンピューターの担う をさらに明確にし､そして暗黙的な能力と道具

ジャンルが出現 しつつも､人間に必要とされる 的な能力の整理､コンテキス トの解読能力と表

あいまいなコンテキス トの解読という作業にウ 出能力のバランスについてもまとめたい｡専門

エイトが移行すると考える｡エキスパー トシステ 的な知識や視点をいかに ｢判 り易く｣提供する

ムの下した判断をさらに見極めるプロフェッショ かということもプロフェッショナルの重要な役

ナルが必要となり､能力として高いプロフェッ 割である｡ 今後の活動として､先行研究の詳細

ショナルだけが生き残るであろう｡ そして､そ なレビューとプロフェッショナルに対する調査

の間にもあいまいさの確定という､現在職業と を行い､それらを通 して社会的な不安や不確定

さを解決する役割をになう立場として､高度情確定されていないものまでが 

onsP froe

onsfproessi 化して

は消え､また別のものが生まれると予想する｡ 報化社会という漠然としたものを実像化する立

ssi の確立を試みたいP froe

が希少で社会的威信の高いもの (見極められる
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